
学校関係者評価

令和７年度の達成基準 主な取組 達成状況 評価 改善策 達成状況 評価 改善策 自己評価の適切さ

①思いやりの心をもって生活し
ているという回答が85ポイント
以上である。
（児童・保護者・教職員）
【人間関係・特別支援教育】 ・児童同士の絆を深められるよう，道徳教育やくすの葉の

取組等を継続していくようにする。

○周りの人への優
しさ
児童：86.5ｐ
○周りの人の優し
さ
児童：87.1ｐ
〇思いやり
保護者：85.0ｐ
教職員：92.8ｐ

A

委員会からの呼びかけで，くすの葉活動が活発に行われて
いる。９月からも道徳教育やくすの葉の取組等を継続してい
く。また，協同学習を授業の中で積極的に取り入れ，児童同
士の結びつきを強めるようにしていく。

○周りの人への優
しさ
児童：8７.１ｐ
○周りの人の優し
さ
児童：88.4ｐ
〇思いやり
保護者：84.5ｐ
教職員：94.8ｐ

B

・年度初めの時よりも周りの人に優しくしたり，優しくされたりし
ていると感じる児童が多くなっているので，日々の取り組みが
成果を上げていると考える。友達のよいところを自発的にくす
の葉に書いている児童も多く見られた。今後も道徳教育に力
を入れたり，協同学習を授業の中でしっかり取り入れたりし
て，相手を思いやり，お互いを認めあえる集団になるようにし
たい。

自己評価は「B」であるが「A」が妥当である。
児童、教職員の評価が昨年度末及び今年度中間期よりも向
上しており、道徳教育やくすの葉活動など継続した取り組み
の成果がでていることが評価できる。
今後も継続した取り組みを期待したい。

②進んであいさつができている
という回答が85ポイント以上で
ある。
（児童・保護者・教職員）
【人間関係・特別支援教育】

・昨年度はあいさつ運動の活動が活発で良かったので，
引き続き継続していくようにする。また，朝のあいさつ運
動以外の場面でも挨拶や会釈ができるように，児童会が
中心となって，働きかけるようにする。また，本年度も地
域のボランティアの方の声を聞き，児童に伝えていくこと
で，さらにあいさつの輪を広げられるようにする。

児童：82.4ｐ
保護者：78.5ｐ
教職員：87.5ｐ

B

高学年が中心となって毎朝あいさつ運動に取り組んでいる。
ただ，児童と保護者であいさつの達成状況に差があるので，
どのようなあいさつがいいのか児童がイメージできるよう，あ
いさつレベルを全校に広め，あいさつへの意識を高めるよう
にしていく。また，委員会が中心となって地域の方にも気持ち
のよいあいさつが届けられるようにしていく。

児童：83.7ｐ
保護者：79.7ｐ
教職員：89.2ｐ

B

・児童も保護者も教職員もあいさつができたと感じる割合が年度初
めに比べて増えている。あいさつレベルの表を作り，教室に掲示し
たことで，あいさつへの意識も高くなった。毎週金曜日にあいさつレ
ベルの振り返りをしているので，その結果を教職員で共有したり，
児童に還元できるようにしたりしていきたい。高学年を中心にあいさ
つ運動に地道に取り組んでいるので，児童の自発的な態度をしっ
かり称揚して全校にその輪が広がるようにしたい。

自己評価は適切である。
保護者ポイントが低下している要因についての検討を踏ま
えた改善策を検討いただきたい。
今後の取り組みに期待したい。

③感染症対策として手洗い，換
気を行っているという回答が８
５ポイント以上である。
（児童・保護者・教職員）
【保健安全】

・引き続き，委員会を中心に手洗い励行の取組を行い，
感染症予防に努める。また，校内全体で換気に対する意
識を高めるために，朝の放送で「手洗い・換気」の声掛け
を入れて放送する。

児童：89.1ｐ
保護者：90.2ｐ
教職員：84.7ｐ

B

・委員会や朝の放送での声掛けで，手洗いや換気の意識を
高めることができているので，今後も続けていく。
・児童や保護者の回答はポイントが高いが，教職員のポイン
トが低くなっている。全くやっていない学級はないと思われる
ので，いつ，どの程度できていれば「行っている」と言えるの
か，基準を共通理解することも検討していく。

児童：89.1ｐ
保護者：90.1ｐ
教職員：90.8ｐ

A

・児童・保護者・教職員ともポイントが高く，手洗いや換気を意
識できている。引き続き，朝の放送での声掛けや，委員会活
動での意識づけを続けていき，感染症予防に努めたい。

自己評価は適切である。
教職員の中間期の改善策が成果としてでていることが窺
え、評価することができる。
今後の取り組みにも期待したい。

④睡眠とメディアコントロールを
中心に，基本的な生活習慣が
身に付くように取り組んでいる
という回答が８０ポイント以上で
ある。
（児童・保護者・教職員）
【保健安全】

・本年度も，児童用タブレットを使用して結果を集計して
いくことで，児童の生活習慣の改善に生かせるようにす
る。
・家庭へのフィードバックについても，「すぐーる」等を活
用して行い，減メディアや上手なメディアとの付き合い方
への意識向上が図れるようにする。

児童：88.9ｐ
保護者：80.4ｐ
教職員：85.7ｐ

A

・児童・保護者・教職員ともに８０ポイントを上回っているの
で，今後も児童用タブレットを活用して結果を集計し，「すぐー
る」等で家庭へフィードバックしていく。

児童：88.3ｐ
保護者：79.2ｐ
教職員：85.8ｐ

B

・保護者の評価が低く，特に学年が上がるにつれて否定的な回答
が増えている。また，児童の評価は高いが，本当に実態と合ってい
るのかは疑問である。メディアコントロール週間を活用して，週間の
開始時には意識して過ごすよう保護者へ「すぐーる」で伝えたり，こ
れまで通り結果をフィードバックしたりしていくようにしたい。学級懇
談等で直接伝える機会もつくる。
・学校保健委員会でメディアコントロールや生活習慣について扱う
ことも考える。

自己評価は適切である。
児童の回答と保護者の回答に関する分析ならびに対応策の
検討を期待したい。
また、これまでの取り組みの継続及び新しい改善策への取
り組みにも期待したい。

⑤自分から進んで運動してい
るという回答が８０ポイント以上
である。
（児童・保護者・教職員）
【保健安全】

・本年度も年間を通して，チャレンジランキングに参加し，
体力の向上に努める。また，取組状況を掲示や校内放送
等で知らせ，児童の運動意欲の向上に努める。
・家庭でも声掛けを行ってもらうよう，学級の実態に応じ
て，通信や懇談などで働きかける。

児童：83.1ｐ
保護者：79.5ｐ
教職員：86.6ｐ

B

・保護者保護者のポイントが低くなっている。今年度の夏も暑
すぎたことや，保護者が児童の全てを見られないことも要因
の一つと考えられる。メディアコントロールカードの「運動」の
欄をもっと活用したり，保護者に向けて「体力づくり」に関する
発信を行ったりしていく。

児童：83.5ｐ
保護者：80.2ｐ
教職員：84.9ｐ

A

・チャレンジランキングや学級遊びなど，運動する機会を作る
ことができた。今後は委員会でチャレンジランキングだけでな
く，様々な運動を紹介したり，運動の場を提供したりすること
もしていきたい。
・進んで運動している児童が多い一方で，あまり外へ出ず室
内で過ごす児童もおり，二極化が見られる。上記の委員会で
の活動や，体育の授業をより一層充実させることを通して，運
動に親しむ態度を育成していきたい。

自己評価は適切である。
中間期で検討いただいた改善策の取り組みくによる成果が
でていることが窺え、評価することができる。
さらに、児童の運動への態度の二極化に着目し、対応を検
討していることも評価することができる。
今後の継続した取り組みに期待したい。

⑥自分の考えや振り返りを書
いているという回答が８５ポイン
ト以上である。
（児童・教職員）
【学力向上】

・学年団で、振り返りの視点を再度確認し、授業で必ず確
認をしていく。
・振り返りの視点は、各学年相応の振り返りを書けるよう
に指導を徹底していく。学習後の振り返りにより、学習を
より定着していく。

児童：87.9ｐ
教職員：92.1ｐ

A

・職員・児童ともに振り返りを書けているとの回答が８５ポイン
トを超えている。引き続き振り返りの視点を示して書くことで、
学習を深めることができるようにする。また、教員は、振り返り
の内容を丁寧に見取り、次の学習へつなげるようにしていく。

児童：87.8ｐ
教職員：91.8ｐ

A

・職員・児童ともに意識は高く、継続して振り返りを書くことは
できている。どの学年もきちんと書けており、継続できてい
る。引き続き、学びを確かなものにするために、振り返りを書
くことを継続していく。
・振り返りの視点はどの学年も活用している。掲示を継続して
いく。

自己評価は適切である。
児童・教職員とも昨年度より引き続き達成基準に達してお
り、書く活動の定着が窺え評価することができる。
今後の継続した取り組みにも期待したい。

⑦国語と算数の単元テストの
正答率８割以上の児童が、(低
学年８０％、中学年７５％、高
学年７０％)８０ポイント以上で
ある。
（児童・教職員）
【学力向上】

・学年や、学年内で差があることが目立った。学習の単元
に入る前に単元のめあてやねらいを確認するとともに、
教材研究ノートを交えての交流をするようにする。
・計算方法については昨年度と変えず、学校で共通理解
をする。

教職員：79.0ｐ

B

・各学年から、単元テストの結果をもとに様子を聞き取ったと
ころ、特に算数で、前学年での取りこぼしが響き、悪循環と
なっていることが分かった。その学年ごとに必ず身に付けな
ければならないこと（基礎基本）を確認した。それを朝学習の
時間で徹底する。朝学習の時間は、丸付けを主にボランティ
アの方にお願いし、個別に指導をしたい児童には担任が付
き、１５分間を学力の底上げに有効活用する。
・学年で単元前や単元中に学習の進め方について相談する
時間を設け、指導方法についても共通理解をしていく。

教職員：87.0ｐ

A

・学年で共通理解をして取り組むことができた。各学年底上げ
を必死に行った。各学年で漢字カップに取り組んだり、それに
向けて子どもたちのやる気を上げるための工夫も行ったりし
た。教員の仕掛けや熱量が大きな支援となる。今後も工夫を
続けながら、やる気が継続するようにしていく。
・全体の学力としては上がったが、詳しく見ていくと学級間差
がある教科もある。特に算数では、できるかできないかが顕
著である。低学年では他学級や総務の先生にも協力を仰い
で基礎基本の学習に取り組んだ。また、朝学で実施すること
によりくぼんだ点がはっきりして、余剰の時間で定着を図るこ
とができるので朝学をしっかりと活用していく。

自己評価は適切である。
教職員が共通理解に基づき熱心に様々な取り組みを行った
ことが成果に結びついている。大変評価ができる。
今後も継続した取り組みに期待したい。

⑧家庭で１０分×学年＋１０分
勉強しているという回答が８０
ポイント以上である。
（児童・保護者・教職員）
【学力向上】

・学年間で、宿題の出し方や出す量、現在の子ども達の
様子を情報共有し、差がないようにする。
・ナイスノートの掲示をして、自主学習のやり方も高みを
目指せるようにする。

児童：84.9ｐ
保護者：75.7ｐ
教職員：83.6ｐ

B

・毎年、保護者のポイントが低い結果となっている。毎日のが
んばりカードを有効活用し、保護者に協力を仰ぎたい。保護
者を巻き込んだ家庭学習の出し方を各学年工夫する。
・くすの葉ホールに掲示している自主学習の掲示は引き続き
行うが、教室内にも自主学習ノートや宿題ノートなどの掲示を
して、参観日には保護者の目に触れるようにする。

児童：85.7ｐ
保護者：74.8ｐ
教職員：86.0ｐ

B

・日々のがんばりカードがマンネリ化してしまうこともあり、単
元や時期ごとに頑張ることを付け加え少し変化をもたせたこと
により、保護者の啓発にもつながったと思っている。継続して
いきたい。
・自主学習や日々の学習の足跡の掲示は引き続き行ってい
く。

自己評価は適切である。
「がんばりカード」のマンネリ化についての対応策や保護者
の取り組みへの啓発など、今年度抽出された課題の改善策
への取り組みを期待したい。

⑨学校から積極的に情報発信
が行われているという回答が８
５ポイント以上である。
（保護者・教職員）

・ホームページや学校だより、学級通信、すぐーる等で学
校や学級での子どもの様子をより積極的に情報発信でき
るようにする。
・ホームページの更新が短期的にできるように、掲載内
容について計画を立てるようにする。

保護者：86.0ｐ
教職員：85.0ｐ

A

・学校だより、学級通信で子どもの様子を発信している。
・ホームページの担当が各学年団に声を掛け、ホームページ
の更新が短期的にできるようになってきている。今後は掲載
内容の計画を立てるようにする。

保護者：85.0ｐ
教職員：86.4ｐ

A

・学校だよりは月に２～３号、学年だよりは毎月、学級だより
は学級によって差があるが12月までで平均18号（多い学級は
149号）を紙媒体で発行し児童や保護者、学校だよりについて
は評議員や学校支援ボランティアに宛てて子どもの様子を発
信している。
・ホームページでも学校や学年の出来事を更新している。来
年度に向けて、計画的な更新を目指して計画中である。

自己評価は適切である。
各様々な便りやホームページ、校内の掲示も含め教職員の
熱心な取り組みについて非常に評価することができる。
保護者が知りたい情報が適切に発信できており、学校に対
する信頼の高まりを感じることが出来る。
今後も継続した取り組みに期待したい。

⑩安心・安全な学校生活を送
るために，学校内外の安全確
保の取組を行っているという回
答が９０ポイント以上である。
（児童・保護者・教職員）

・学校支援ボランティアと協力して、登校は校長と生徒指
導担当が自転車で学区を見回り、下校は曜日ごとに担当
学年が下校指導を継続して行う。
・毎朝、校内放送で副校長が安心・安全な学校生活を送
るように声掛けを継続する。
・「地区協議会」の学校行事(交通安全)への参加。
・児童の委員会活動で意識の高揚を図る。

児童：89.4ｐ
保護者：88.2ｐ
教職員：90.2ｐ

B

・児童の委員会活動で安全な学校生活を送るために、当番で
声掛けをしたりポスターを作成したりしている。
・下校後も安全な生活を送ることができるよう児童や保護者
の意識を高める呼び掛けをしていく。

児童：89.0ｐ
保護者：87.8ｐ
教職員：93.5ｐ

B

・積極的な生徒指導を行うためにも登下校の指導を継続的に
行っている。また、学校支援ボランティアの熱心な活動にも支
えられて、登下校での大きな事故はない。
・教職員からの指導だけでなく、廊下歩行や休み時間の安全
な生活について、児童会の働きかけにより改善しようとしてい
る。
・校内ルールやいじめ防止基本方針等もホームページに掲
載して、学校での安全確保の方針について発信している。
・年度更新が必要な事柄について失念することなくできるよう
に引き継ぎをしたい。

自己評価は適切である。
地域と連携したきめ細やかな取り組みについて評価すること
ができる。また、これらの取り組みを保護者と共有することが
できるような方策についても検討していただきたい。
さらに、児童が自ら課題意識をもち、課題改善のための主体
的な活動につながる取り組みを期待したい。

令和７年度　総社小学校　学校評価資料

１
　
心
の
教
育
の
充
実

【やさしい子】

①道徳教育，人権教育，総社っ子応援プロ
ジェクトの取組を充実することにより，児童
同士の絆や思いやりの心を育て，長期欠
席・不登校やいじめの未然防止に努める。

②「すきだ総社小学校運動」すすんで挨拶，
きちんと歩行，だまって掃除を推進するとと
もに愛校心を育てる。
（総社を愛す子供）（心優しい子供）（礼儀正
しい子供）

自己評価（中間） 自己評価（最終）

４
　
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

⑦各種の便り，ホームページの更新，学校
評価，学校公開等により，積極的に情報を
発信する。

⑧きらめきＥＡＳＴの幼稚園，小・中学校や
家庭・地域・関係機関等との連携を深め，児
童の健やかな成長を図る。

学校
経営
目標

具体的計画

【すすんで学ぶ子】

⑤児童が主体的・対話的で深い学びを実践
し確かな学力を身に付けることができるよう
に授業改善を行う。特に，考える活動や書く
活動を重視する。

⑥朝学習や総小チャレンジタイム，家庭学
習の充実を図り，基礎学力の定着を目指
す。

【たくましい子】

③健康教育，特別活動を充実することによ
り，児童に基本的な生活習慣を身に付けさ
せる。総社東中学校ブロックの学校園と連
携し，メディアコントロールの取組を推進す
る。

④目標をもって主体的に体力づくりに取り組
み，体力の向上を図るとともに最後まで粘り
強く頑張る態度を育てる。
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